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FCoEコウセイ

FCoE の設定方法の概要

FCoE は、 FCoE スイッチを使用してさまざまな方法で構成できます。直接接続型の構
成は FCoE ではサポートされません。

FCoE 構成はすべてデュアルファブリックです。完全な冗長性を提供し、ホスト側でマルチパスソフトウェア
が必要です。すべての FCoE 構成で、イニシエータとターゲット間のパスには、最大ホップ数内であればい
くつでも FCoE スイッチと FC スイッチを配置できます。スイッチ同士を接続するためには、イーサネット
ISL をサポートするファームウェアバージョンがスイッチで実行されている必要があります。FCoE 構成の各
ホストでオペレーティングシステムが同じである必要はありません。

FCoE 構成では、 FCoE の機能を明示的にサポートするイーサネットスイッチが必要です。FCoE 構成は、
FC スイッチと同じ相互運用性と品質管理プロセスに照らして検証されます。サポートされる構成の一覧につ
いては、 Interoperability Matrix を参照してください。これらのサポートされる構成には、スイッチモデル、
単一ファブリックに導入可能なスイッチの数、サポートされるスイッチファームウェアのバージョンなどのパ
ラメータが含まれています。

次の図の FC ターゲット拡張アダプタのポート番号は一例です。実際のポート番号は、 FCoE ターゲット拡張
アダプタがインストールされている拡張スロットによって変わる場合があります。

FCoE イニシエータから FC ターゲット

FCoE イニシエータ（ CNA ）を使用すると、 FCoE スイッチを介して、ホストを HA ペアの両方のコントロ
ーラの FC ターゲットポートに接続できます。FCoE スイッチには FC ポートも必要です。ホストの FCoE イ
ニシエータは、常に FCoE スイッチに接続されます。FCoE スイッチは、 FC ターゲットに直接接続すること
も、 FC スイッチを介して FC ターゲットに接続することもできます。

次の図では、ホストの CNA を FCoE スイッチに接続し、 FC スイッチを HA ペアに接続しています。
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FCoE イニシエータから FCoE ターゲット

ホストの FCoE イニシエータ（ CNA ）を使用すると、 FCoE スイッチを介して、ホストを HA ペアの両方の
コントローラの FCoE ターゲットポート（ UTA または UTA2 とも呼ばれる）に接続できます。
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FCoE イニシエータから FCoE および FC ターゲット

ホストの FCoE イニシエータ（ CNA ）を使用すると、 FCoE スイッチを介して、ホストを HA ペアの両方の
コントローラの FCoE および FC ターゲットポート（ UTA または UTA2 とも呼ばれる）に接続できます。

3



FCoE と IP ストレージプロトコルの混在

ホストの FCoE イニシエータ（ CNA ）を使用すると、 FCoE スイッチを介して、ホストを HA ペアの両方の
コントローラの FCoE ターゲットポート（ UTA または UTA2 とも呼ばれる）に接続できます。FCoE ポート
では、単一のスイッチへの従来のリンクアグリゲーションは使用できません。Cisco スイッチは、 FCoE をサ
ポートする特別なタイプのリンクアグリゲーション（仮想ポートチャネル）をサポートします。仮想ポートチ
ャネルは、 2 つのスイッチへの個別のリンクを集約します。仮想ポートチャネルは他のイーサネットトラフ
ィックにも使用できます。NFS、SMB、iSCSI、およびその他のイーサネットトラフィックなど、FCoE以外
のトラフィックに使用されるポートでは、FCoEスイッチの通常のイーサネットポートを使用できます。
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FCoE イニシエータとターゲットの組み合わせ

FCoE および従来の FC のイニシエータとターゲットの特定の組み合わせがサポートさ
れます。

FCoE イニシエータ

ホストコンピュータの FCoE イニシエータは、ストレージコントローラの FCoE ターゲットと従来の FC タ
ーゲットの両方で使用できます。ホストの FCoE イニシエータは FCoE DCB （ Data Center Bridging ）スイ
ッチに接続する必要があります。ターゲットに直接接続することはできません。

次の表に、サポートされる組み合わせを示します。

イニシエータ ターゲット サポートされます

FC FC はい。

FC FCoE はい。

FCoE FC はい。
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イニシエータ ターゲット サポートされます

FCoE FCoE はい。

FCoE ターゲット

ストレージコントローラで FCoE ターゲットポートと 4Gb 、 8Gb 、 16Gb の FC ポートを混在させることが
できます。 FC ポートがアドインのターゲットアダプタであるかオンボードのポートであるかは関係ありませ
ん。FCoE と FC の両方のターゲットアダプタを同じストレージコントローラに搭載できます。

FC のオンボードポートと拡張ポートの組み合わせルールが引き続き適用されます。

FCoE でサポートされるホップ数

ホストとストレージシステムの間でサポートされる Fibre Channel over Ethernet （
FCoE ）の最大ホップ数は、スイッチベンダー、およびストレージシステムでの FCoE

構成のサポート内容によって異なります。

ホップ数とは、イニシエータ（ホスト）とターゲット（ストレージシステム）の間のパスにあるスイッチ数で
す。Cisco Systems のマニュアルでは、この値のことを「 SAN fabric_ の直径」とも呼んでいます。

FCoE では、 FCoE スイッチを FC スイッチに接続することができます。

エンドツーエンドの FCoE 接続では、イーサネットの Inter-Switch Link （ ISL ；スイッチ間リンク）に対応
したバージョンのファームウェアが FCoE スイッチで実行されている必要があります。

次の表に、サポートされる最大ホップ数を示します。

スイッチベンダー サポートされるホップ数

Brocade FCの場合は7

FCoE の場合は 5

シスコ 7.

FCoE スイッチは 3 台まで使用できます。
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